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会   議   録 

会 議 名 令和７年度スポーツによるまちづくり推進委員会（第２回） 

開催日時 令和７年１１月２６日（水） １８時３０分～２０時００分 

開催場所 市民館２階 会議室１・２ 

出 席 者 平中 政明、藤井 眞澄、岩間 英昭、林 絹江、 

高来 英行、服部 正美、宮川 力雄、戸坂 緑、 

宇野 直士、宇家 宏治、富田 輝美 

委 員 数 １４人 

出席者数 １１人 

欠席者数  ３人 
欠 席 者 篠原 由紀恵、中尾 恒一朗、西村 裕文 

事務担当課 

及び職員 

協創部文化スポーツ推進課 

文化スポーツ推進課：原田課長、桑原主幹、田島係長、吹金原 

会議次第 １ 報告事項 

アンケート結果について 

２ 議題 

第二次山陽小野田市スポーツによるまちづくり推進計画 

３ その他 

  次回会議予定について 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

次第１ 報告事項（アンケート結果について） 

令和７年９月から１０月にかけて行った「山陽小野田市スポーツによるま

ちづくりアンケート」の結果をもとに説明。 

 

次第２ 議題 

第二次山陽小野田市スポーツによるまちづくり推進計画素案について 

資料 に沿って章ごとに説明。 

 

第１章 計画改訂の基本的な考え方 

質問なし 

 

第２章 スポーツをとりまく環境の変化 

 

熱中症対策には水分補給だけでなく、食事のコントロールがうまくでき

ていないという要因もあるのではないかと思う。 

 

第５章の施策推進のための取組で一部触れるところであるが、スマイル

エイジングや健康増進に関わる部分で、委員が言われた要因もあると認

識している。 

 

第３章 本市のスポーツの現状 
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アンケートの回答率は３０％程度と低いように思うが、この回答率で本

当に正確なアンケートの結果が得られるのか。 

 

第一次計画策定時に行ったアンケートの回答率は３０％程度であったこ

とから、今回のアンケートにおいても３０％程度の回答率を想定して、

何人を対象にアンケートを行えば信頼度の高い回答数が得られるかを計

算したところ、１３００人を対象にアンケートを実施すれば信頼度を充

足できるという結果となった。今回のアンケートの回答率は想定通りと

なったことから、アンケートの精度については問題ないと考えている。 

 

第４章 計画の基本理念 

 

基本目標の「週１回以上スポーツ（ウォーキング等の軽運動を含む）を

行う人の割合」について国の第３期スポーツ基本計画では７０％を目標

としているが、市では６５％以上としているのは何か根拠があるか。 

 

第一次計画策定時の基本目標は「週１回以上スポーツ（ウォーキング等

の軽運動を含む）を行う人の割合」を３０％以上から５０％以上にする

という目標を掲げていた。健康増進課が行った「令和６年度健康に関す

る市民アンケート」に同様の設問があり、その結果は６１％という結果

であった。このことから、６５％以上という目標としている。 

 

第５章 施策推進のための取組 

 

予算がない中で施設の統廃合について検討することは賛成であるが、近

隣市ではスケボーやＢＭＸができるアーバンスポーツ施設ができてい

る。おのサンサッカーパークの駐車場でもスケボーをやっている子供を

見かける。駐車場でやっているので、車との接触等が気にかかるところ

であるので、市内に１か所でもそのような施設があれば、そこに行って

みてはどうかとスケボーをする子供たちに提案できる。時代が変わって

きているので、その辺りも検討していただきたい。 

 

施設の統廃合については、人口減少や少子高齢化などの社会情勢と、各

施設に対する市民の皆様からの愛着等も考慮しながら慎重に検討してい

きたい。また、アーバンスポーツについては、アーバンスポーツができ

る施設が近隣市にあるということは承知している。こちらについては、

スポーツ施設として考えていくのか、または都市公園のようなものとし

て考えるのかということを含めて、今後の課題として受け止めたい。 
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委員長 

基本目標のところで、具体的にどこの層をターゲットに令和１２年度ま

でに４％向上させようと考えているか。 

 

アンケート結果からも６０代、７０代以上の世代は、ウォーキング等も

含めて週１回以上スポーツを実施している割合が高い。一方で、３０か

ら５０代の働き世代では、この割合が伸びていない。この理由として、 

スポーツをする時間的余裕がないという方が多くいる。このような方

に、スポーツを身近に感じてもらう、スポーツをやってみようと思って

いただく施策や情報発信が必要だと考えている。 

 

子供や中学生に対する施策は具体的な取り組む方向性が示されている

が、３０代、５０代への取り組む方向性は、ぼんやりとしている印象を

受けた。この世代で、時間的な障壁をどのように解消していくかという

のは大きな問題ではあるが、策の一つとして、企業との連携をやってい

かないといけないというのは感じている。人財の育成とも連動するが、

企業に協力をいただいて、人財の一人としてクラブのスタッフや指導者

として力を発揮していただくことでも、スポーツの実施率向上に寄与で

きると思っている。 

 

働き世代の時間的な障壁については、スポーツ施策というところより

は、働き方改革や子育てに起因する部分が多くあると思うので、取り組

む方向性として盛り込みにくいが意見として受け止めたい。 

 

第６章 計画の推進体制と進捗管理 

 

進捗管理について、毎年のアンケートは行わず、最初と最後でアンケー

トを実施するというような手法になるのか。 

 

進捗管理については、市の実施計画の中の事務事業調書というものがあ

り、本計画の各章に紐づく施策を事務事業調書に基づき展開している。

事務事業調書に示すＫＰＩがあるので、その達成状況等を委員の皆様に

確認いただきながら進捗管理していただく。 

また、本課としてアンケートを毎年行うということは、予算の関係上難

しい。 

来年度の本委員会においては、施設の統廃合に踏み込んで御検討いただ

き、施設の集約や集約に基づく施設の縮充といった部分を委員の皆様に

御意見いただきながら取り組んでいきたい。 

 

全体を通しての質問はあるか。 
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第一次計画の基本目標にあったスポーツボランティアの登録数は、達成

したのか。 

 

達成していない。 

 

第二次計画において、基本目標から削除した理由はあるのか。 

 

国等の上位計画の目標に掲げられているところではあるが、本市の行事

等でスポーツボランティアの皆様に声掛けをするということがないとい

うのが現状であり、市のスポーツ施策に直結するところではないと考

え、削除している。 

 

スポーツボランティアに登録したという意識を持つことができれば、も

う少し市のいろいろなスポーツ関係のイベント等に参加してくれるので

はないか。 

 

市でスポーツイベントを開催した際に、ボランティア募集の周知を行っ

たこともあるが、ボランティア参加していただいた方はほとんどいない

という現状もあり、市のスポーツ施策とは別のものと考えている。 

 

総合型地域スポーツクラブの立ち上げを検討されているところはある

か。 

 

令和６年度に竜王地域で総合型地域スポーツクラブの立ち上げを検討し

たが、クラブマネージャー資格の保有者や事務局を担っていただく方と

いったキーパーソンが不足しており、立ち上げに至らなかった。 

しかし、立ち上げの検討に関わった方々は既存クラブへ参加され、結果

としては既存クラブの機能強化という形になった。 

 

次第３ その他 

今後の予定について、議題で委員の皆様にお諮りした内容で本素案に大

きな修正点等がないことから、本素案を計画案として今後の手続きを進

めさせていただく。今後の予定としては、本計画案を市で調整を図った

のち、市民の方から広く意見をいただくため、年明けにパブリックコメ

ントを実施させていただく。パブリックコメントでの意見を集約、反映

したのちに、２月または３月に委員会を開催させていただく。 

 

～終了～ 

 


